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現代青年の友人関係は現代青年の特徴なのか
― 年以前に出生した成人との比較―

大谷宗啓（滋賀大学）
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問題と目的

今日，「現代青年（現代若者）の友人関係」は大

きな研究テーマとなっている。「現代青年」の定義

は定かではないが，友人関係研究においては 1980
年代中頃以降における青年，主として大学生が現

代青年とみなされてきた。「現代の友人関係」では

なく「現代青年の友人関係」として論じるならば，

過去の青年との差異だけではなく，青年以外の年

代との差異も仮定される。しかし，希薄化論・選

択化論が共に着目した行動を「状況に応じた切替」

（大谷, 2007; 複数の関係対象を切り替える「対象

切替」と，複数の自己を切り替える「自己切替」）

として取り上げると，大学生はそれを青年期では

なく成人期に必要とされる行動だと捉えていた

（大谷 2018 教心 JG01, 2019）。従来「現代青年

の友人関係」とされてきたものは現代青年の特徴

なのであろうか，それとも当の青年たちが捉えて

いるように成人的な行動なのであろうか。

本研究では，最も大きな差異が想定される比較

対照群として，現代青年であった経験を持たない

世代の成人を選択し，彼らと大学生との間で，状

況に応じた切替，および，1989 年から 2010 年の

調査結果が報告されている 7 項目（岡田, 2016）
への回答に差異がみられるかを検討する。

方 法

成人対象調査の実施（非現代青年データ）

調査の概要 2018 年 11 月，関西地方のシルバ

ー人材センターで質問紙調査を実施した。

分析対象 1960 年以前出生者 60 名（男性 41 名，

女性 19 名）。平均年齢 68.25 歳（SD=5.10）。
調査内容 （a）状況に応じた切替：大谷（2018

教心 JG01）の 2 項目。「ある」と「ない」の択一

回答。（b）現代青年の友人関係：岡田（2016）の

7 項目。「5. 非常にあてはまる」から「1. 全くあ

てはまらない」までの 5 件法。

大学生対象調査の参照（現代青年データ）

状況に応じた切替では大学生 260 名を対象とし

た 2018 年調査結果（大谷, 2018 教心 JG01）を，

現代青年の友人関係では全 7 項目が揃う中で最新

の 2007 年調査結果（岡田, 2016, PC）を参照した。

結 果

状況に応じた切替の群間比較

対象切替実行者は大学生 39.15%，成人 76.27%
であり成人の実行率が高かった（χ2=25.16, df=1, 

p<.001, ES:ω=0.28, 1-β=0.99）。自己切替実行者は

大学生 50.97%，成人 48.33%であり差は有意でな

かった（χ2=0.05, df=1, ns, ES:ω=0.01, 1-β=0.05）。
友人関係 項目 の群間比較

各平均点を t検定（名義有意水準調整：Holm法）

により比較した結果，項目 1（t (540)=5.27, p<.001, 
ES:d=0.72, 1-β=0.99）および項目 5（t (539)=2.66, 
p<.05, ES:d=0.36, 1-β=0.76）は大学生が成人より

も高値であった。一方で，項目 7（t (539)=3.04, p<.05, 
ES:d=0.41, 1-β=0.86）および項目 2（t (539)=2.39, 
p<.10, ES:d=0.33, 1-β=0.67）は成人が大学生より

も高値であった（Figure 1）。

討 論

まず全体として見れば，現代青年と非現代青年

の間に際立った差異は見られない。従って「現代

青年の友人関係」それ自体が現代青年と非現代青

年とを区別する特徴とは考え難い。現代青年の友

人関係を異質視するのではなく，現代青年は（成

人でないにも係わらず）成人とよく似た友人関係

のもち方をしていると捉えた上で，その発達的・

社会的意味に迫る必要があるのではないか。側面

全体として群間差のない軽躁的・評価懸念の両側

面において，大学生＞成人の項目と成人＞大学生

の項目が併存していることに注意したい。こうし

た機微の内に上述の課題に迫る糸口はないか。

成人の対象切替実行率の高さは大学生の主観

（大谷 2018 教心 JG01, 2019）と一致する。また，

大学生が成人期前半に必要と捉えている自己切替

では群間差は見られない。（OHTANI, Munehiro）

Figure 1 友人関係7項目の平均値
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注）項目分類は岡田（2016, Figure 1-3）に倣った。
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子どもに心地よい音・音楽表現とメタ認知発達支援（ ）
―プロの演奏家による絵本オペラ演奏からの考察―

石上浩美（京都市立芸術大学大学院）

キーワード：絵本オペラ，保育内容領域表現，メタ認知発達支援

問題と目的

保育（ ）とは 子どもが適切な環境の

下で，健康・安全で安定感を持って活動できるよ

うに大人が養護するとともに，その心身を健全に

発達させるように働きかけることである（石上，

）。また，村井（ ）は，子どもは生まれな

がらに「善さ」を持っているだけではなく「善く

なろう」としている存在であるという（ ）。

「善さ」をふまえた保育観（村井， を基に作成）

一方，平成 年 月幼稚園教育要領等の改訂に

ともない，「幼稚園教育において育みたい資質・能

力および幼児期の終わりまでに育ってほしい

の姿（以下 の姿）」が示された。これは，方向

目標としてとらえるべきものであるが，今後保育

現場における計画や実践が「 の姿」にとらわれ，

子どもの自由な表現を制約するのではないか，と

いう懸念もある。

そこで本研究では，子どもに心地よい音・音楽

表現とはどのようなものなのか，それが子どもの

メタ認知発達支援とどのように結びつくのかを明

らかにするために，音楽表現活動 絵本オペラ に

焦点をあてた調査・分析を行った。

方 法

絵本オペラ活動の概要：既存の絵本作品を基に，

独自作曲した楽曲を，打楽器・ピアノ・歌によっ

て演奏しながら，独創的な絵本の物語を展開する。

公演あたり 分程度。本研究では内田麟太郎・

隆矢なな作「ともだちや」を題材とした。

調査時期： 年 月～ 年 月（計 回）

調査対象・データ：絵本オペラ活動動画記録，演

奏者への半構造化面接法個別インタビュー。イン

タビューデータは レコーダーで録音し，逐語記

録を作成した。その後，発話群を抽出，音声的な

抑揚や間を加筆したテキストとし，質的コード化

の技法（ ；メイナー

ド ），および質的分析ソフト（

）で分類・分析した。

結果と考察

大まかなインタビュー項目は，１）活動のきっ

かけ， 活動の継続・普及・啓発， 活動の社会

的意義の 点である。以下，紙面の都合上，演奏

者 代表 インタビューデータの一部を示す。

【「絵本オペラ」活動のきっかけについて】
長年クラッシック音楽の専門家として，大規模なコンサー

トホールなど，音響設備・環境の整ったところで演奏会を行

っていましたが，子どもには入場制限などもあります。この

ような状況に対して，「なぜ，子どもが楽しめる質の高い音

楽の場が少ないのか」，「どうすれば大人も子どもも日常生活

の中で自然に心地よさを感じることができる，音楽の場づく

りができるのか」という，素朴な問いが生まれました。そこ

で先生方と相談しながら始めたのが，この「絵本オペラ」公

演活動です。

【「絵本オペラ」活動の継続・普及・啓発について】
この活動は，まもなく通算 回目を迎えます。営利目的

ではなく，宣伝もほとんどしていませんが，先生方の口コミ

などで自然と広がっていき，今に至ります。子どもさんらは，

目の前で繰り広げられている「音楽と物語の世界」を食い入

るように見つめ，大声で笑ったり歌ったり演奏者の動きに同

期したり模倣したりします。すると，こちら側 演奏者 もも

っと子どもたちを喜ばせたい，楽しませたい，よい演奏にし

たいという想いが強くなります。その場にいる子どもと大人

が，「音楽と物語の世界」に触れ，楽しみ，音楽の世界の心

地よさを感じているようです。ただ，一番楽しんでいるのは

実は私たち 演奏者 かもしれません。

【「絵本オペラ」活動の社会的意義について】
演奏者と聴き手による 双方向性のあるやりとりによっ

て，ただ楽しかった，面白かったというだけではない何かが

あるような気がします。そのきっかけが，いわゆる「音楽の

ちから」であり「言葉の力」なのかもしれません。質の高い

音楽表現が，心地よさを創り出す原動力となり，子どもが生

まれながらに持っている「感性」が研ぎ澄まされていくよう

な気がします。このような活動を地道に続けることが，これ

からの音楽教育のあり方や課題を改善することにつながる

ことを期待したいです。
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